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VW GOLF VII TSI HILINE BLUEMOTION TECHNOLOGY

■フォルクスワーゲン・ゴルフ 7 TSI ハイライン・ブルーモーションテクノロジー
ホイール >> アバンガード M621 F:19 × 8.5  R:19 × 8.5 フィニッシュ：ブラッシュドリキッドシルバー
タイヤ >> ミシュラン・パイロットスーパースポーツ F:235/35R19  R:235/35R19 
サスペンション >> ビルシュタイン B16 車高調
エキゾースト >> スーパースプリント・マフラー
エクステリア >> カスタムカーボン F リップスポイラー
オーディオ >> カロッツェリア・ヘッドユニット DEH-P01/ フロントスピーカーアンプ DEH-P01 × 2/ フロントスピーカー TS-
Z172PRS+TS-S062PRS/ サブウーハーアンプ GM-D7100/ サブウーハー TS-W2520

フォル ク スワ ー ゲ ン の
1.4TSI ブルーモーションテクノ
ロジーって、排気音とか走行音と
かとても静か。このゴルフ VIIに
したって、スーパースプリントの
４本出しマフラーを新調してい
るのに、発進から低速域ではど
うにも静か（いい音が出るのは
5000rpm 以上！）。ってことで、
ゴルフVII TSIってやつは、オー
ディオを積むと余計な音に悩まさ
れず、音楽を楽しめそうだ。

　東京・アプローズがゴルフ
VIIに向けて作ったのは、安めの

コンポーネンツを使ってインスト
レーションの工夫でハイエンドに
並ぶくらいの音質と見た目という
システム。

「カロッツェリアのハイエンド入門
機DEH-P01をヘッドユニットに
して、オーバーヘッドコンソール
のメガネケース部分に埋め込みま
した。スピーカーもアンダー10
万円のハイエンド入門機を、ドア
パネルに埋め込んでアウターバッ
フルを使って、いい音で聴こえる
角度に設置しています。ラゲッジ
ルーム内のサブウーハーとアンプ

は、それぞれ2万円台の品物です。
こんな内容を、シンプルだけど高
級感が出るように製作しましたの
で、これで十分ハイエンドシステ
ムに迫るサウンドが楽しめますヨ」
　　エクステリアでは、ホイール
にアーバンガードの新作 M621
の19インチをマウント。

「USブランドで質感高いのに、1
台ぶんで定価 40 万円で済むって
ことがこのホイールのポイントで
す。鍛造じゃないですけど、フロー
フォーミングなので軽いし剛性は
高く、ブラッシュド仕上げでリキッ

ドクリアもかかっているので、US
鍛造と並べても遜色ないかな」

　　ホイールで節約したぶん
で、ミシュランのパイロットスー
パースポーツタイヤを選んで、車
高調をビルシュタイン B16 に交
換してバランスを取る。

　　オーナーの櫻井サンはアラ
サー。こんな仕上げで、新宿や渋
谷などの繁華街、丸の内みちなオ
シャレエリアにも乗り付ける。こ
ういうアラサーのライフスタイル
に合った作りに、いいネ！   　ぺ
たっ。

SOUND SEVEN
コスパ最高なサウンドボックス
OWNER>> 櫻井サン
CALL>> アプローズ（applause） [03]3330-2355 http://applause-audio.com

VOLKSWAGEN SIDE

動画を見てみよう！

PHONE やスマホの QR コー
ドリーダーアプリなどを使っ
て、QR コードから動画サイ
トに直接アクセス

扌 FORGED PRESS Footage
 [ 動画 ] はこの QR コードから

丸の内にある有名なホ
ワイトタイガーと。

US のユーロっぽい仕上げだから、
街の景色には全然溶け込まない。異
質な感じ。だからこそおもしろい。

トランク内のシステムは 10 数万円の予算
で組まれているコスパ抜群のシステム。視
覚的なクオリティーもバッチリ。

後付け感がないように、オーバーヘッドコ
ンソールにカロッツェエリアのヘッドユ
ニットを組み込む。

ツィーターとミッドレンジはこのスペース
に。音が出る角度を調整している。

ドアパネルのスピーカーをアウターバッフル
に入れて埋め込んでいる。音の出る角度が考
えられてアウターバッグルが作られている。

ホイールはアーバンガードのフローフォミ
ング・M621 の 19 インチを履かせた。タ
イヤはミシュラン・パイロットスーパース
ポーツ、車高調はビルシュタイン B16。
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